
令和元年６月２４日 

総合評価方式【特別簡易型】 

 

春殖交流センター整備事業 春殖交流センター舗装工事 

 

１．工事概要 

工 事 名 春殖交流センター整備事業 春殖交流センター舗装工事 

担 当 部 局 大東総合センター自治振興課 

施 工 位 置 雲南市大東町大東下分地内 

工 事 内 容 舗装工事 

予 定 価 格 事後公表 

 

 

２．総合評価方式の目的 

本工事は高度な技術を要さず、技術的な工夫の余地が小さい工事であり、企業の施工実績、当該工事の

施工に係る配置予定技術者の能力を評価することにより、価格以外の技術的な要素も勘案し、価格と技術

の両面から最も優れたものを落札者とする「特別簡易型総合評価方式」による簡易型一般競争入札を採用

することとする。 

 

 

３．総合評価の方法 

本工事は、特別簡易型総合評価方式の除算方式（加算点：総計１８点）により実施するものとし、次の

要件に該当する入札者のうち、評価項目ごとの加算点を加えた技術評価点（標準点１００点＋加算点）を

当該入札者の入札価格で除した値（評価値）の最も高い者を落札者とする。 

ただし、評価値の最も高い者が２人以上あるときはクジによる。 

１） 入札価格が予定価格の制限の範囲内であること。 

２） 雲南市建設工事低入札調査実施要領で失格とならないこと。 

 

 

４．加算点項目 

１：施工実績・表彰実績により判定する。 

① 過去２年間（平成２９年度及び平成３０年度）に竣工した雲南市および島根県（総務部、土木部及

び農林水産部）発注の公共工事（舗装工事）における工事成績評定点の平均点で評価する。 

加算点４～０【加算点＝４×（当該者の点数－最低点数）／（最高点数－最低点数）】 

※ ただし、平均点が７０点未満のものは０点とする。 

② 優良工事表彰の有無 

過去１０年間（平成２１年４月１日から告示日まで）に、県内の公共工事（国土交通省中国地方

整備局、島根県含む）において優良工事表彰を受けている企業を評価する。 

表彰を受けている（２回以上） ・・２点 

表彰を受けている（１回） ・・１点 

表彰を受けていない ・・０点 

 

２：配置予定技術者の資格・能力等により判定する。 

① 配置予定技術者の保有する資格 

一級の資格を有している ・・２点 



二級の資格を有している ・・１点 

いずれの資格も有していない ・・０点 

② 優良工事表彰の有無 

過去１０年間（平成２１年４月１日から告示日まで）に、県内の公共工事（国土交通省中国地方

整備局、島根県含む）において優良工事表彰を受けている技術者を評価する。 

表彰を受けている（２回以上） ・・２点 

表彰を受けている（１回） ・・１点 

表彰を受けていない ・・０点 

 

３：地域貢献度により判定する。 

① 除雪業務実績 

平成３０年度に国(中国地方整備局)、島根県及び雲南市が発注した除雪業務（凍結防止剤散布含

む）の実績を評価する。 

雲南市内における業務実績がある ・・２点 

雲南市外における業務実績がある ・・１点 

業務実績がない ・・０点 

② 防災協定締結の有無 

国(中国地方整備局)、島根県及び雲南市（いずれかでも可）との防災協定締結の有無(所属してい

る団体の締結でも可)を評価する。 

締結がある ・・２点 

締結がない ・・０点 

③ ボランティア実績 

過去２年間（平成２９年度及び平成３０年度）の県内においてのボランティア活動(人数は問わな

い)の実績を評価する。 

いずれの年度においても実績がある ・・２点 

どちらかの年度において実績がある ・・１点 

実績がない ・・０点 

④ 男女共同参画の取り組み状況 

企業としての男女共同参画の取り組み状況を評価する。 

男女とも利用できる育児休業制度及び介護休業制度の双方を設けている ・・２点 

男女とも利用できる育児休業制度又は介護休業制度のいずれかを設けてい

る 

・・１点 

上記の制度を設けていない ・・０点 

 

評価項目 配分点 加算点 

１：企業実績 
① 公共工事の工事成績 ４ ４ ～ ０ 

② 優良工事表彰 ２ ２／１／０ 

２：配置予定技術者 
① 保有資格 ２ ２／１／０ 

② 優良工事表彰 ２ ２／１／０ 

３：地域貢献度 

① 除雪業務実績 ２ ２／１／０ 

② 防災協定締結 ２ ２ ／ ０ 

③ ボランティア実績 ２ ２／１／０ 

④ 男女共同参画 ２ ２／１／０ 

加算点の合計 １８  

小数第１位まで、第２位を四捨五入 


